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SciFinder の生物活性関連情報について 

2012 年 1 月 

１．Bioactivity Indicator と Target Indicator とは？ 

 

Bioactivity Indicator は物質がどのような生物活性（例：抗生物質，血管収縮剤など）をもつ可能性が高いか

を示し，Target Indicator はその物質がどのような受容体や酵素（例：α-アミラーゼ，前立腺特異抗原など）

に作用する可能性が高いか示すものである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来，注目する物質の生物活性などを調べるには，物質検索後に文献検索し，得られた文献を確認する必

要があった．Bioactivity Indicator と Target Indicator を利用すると，注目する物質の詳細情報を表示するだ

けで，手早くその物質の生物活性や作用する受容体・酵素などが把握できる※2． 

 

■ 例 ： アロプリノール (Allopurinol) の Bioactivity Indicator と Target Indicator 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ポイント 

Bioactivity Indicator と Target Indicator を見るだけで， 

注目する物質の生物活性に関する情報が手早く把握できる． 

 

Bioactivity 
Indicator

Target 
Indicator

注目する物質

抗炎症薬，

尿酸排せつ薬，
抗癌剤 など

キサンチンオ
キシダーゼ，
インスリンなど

注目する医薬品の
薬理効果は？

注目する物質は
生合成の際にどのような受
容体や酵素に作用するか？
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2．文献検索への活用 

 

Bioactivity Indicator と Target Indicator を見てさらに詳しい内容が知りたい場合，Indicator をクリックするだ

けで，注目する物質に関連する特定の生物活性や受容体・酵素などへの作用が記載された文献情報を検索

できる※2． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．物質解析への活用 

 

Bioactivity Indicator や Target Indicator を解析に用いると，解析結果を見るだけで注目する物質群の生物

活性や作用する受容体・酵素などの傾向が手早く把握できる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来，構造検索などで注目する骨格を有する物質群を表示し，その物質群の生物活性に関する傾向を把握

するには非常に手間がかかった． 

・ ポイント 

興味を持った生物活性に関する文献情報がワンクリックで検索できる． 

注目する骨格を有する
物質群はどのような

薬理効果をもつのか？

注目する骨格を有する
物質群の中で抗癌剤に使わ

れている物質はどれか？
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■ Bioactivity Indicator を用いた物質解析 

 

画面右側の解析項目より Bioactivity Indicators を選択し，解析を実行する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析が実行されると画面右側に物質の上位 10 件の Bioactivity Indicator が表示される．さらに全体の傾向

を把握するために，上位 10 件以下の Bioactivity Indicator を表示する場合，Show More をクリックする． 

解析結果より，事前に知りえなかった生物活性が把握できる可能性がある． 

 

さらに，特定の Bioactivity Indicator にチェックを付け，Apply をクリックすると，その生物活性示す物質群のみ

を選択的に表示できる※2． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※ 同じ手順で Target Indicator を用いた解析も行うことができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ポイント 

解析結果を見るだけで注目する物質群の生物活性の傾向を手早く把握できる．また，思わぬ生物

活性に気づく可能性がある． 

さらに，膨大な物質群の中から興味ある生物活性を示す物質のみ選択的に確認できる． 

抗癌剤，抗感
染症薬，抗炎
症薬，中枢神
経系薬など
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参考 Bioactivity Indicator と Target Indicator の収録方法 

 

 

 

 

 

 

 

1. 生物活性に関連する可能性のある文献※1 を抽出する． 

 

 

 

 

 

2. 文献から生物活性に関係あるキーワードおよび物質を抽出する． 

 

 

 

 

 

3. 抽出したキーワードに，適切な Bioactivity Indicator と Target 

Indicator にわりあてる 

 

 

 

4. ３で割り当てられた Bioactivity Indicator と Target Indicator を，

２で抽出した物質情報に収録する※2． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1  Bioactivity Indicator と Target Indicator の収録源の文献情報は CAS が作成した CAplus 

 ファイルのみ．MEDLINE ファイルは収録対象外． 

※2  同一文献中の物質情報と生物活性に関するキーワードを結びつけているため，直接関連性 

がない情報を結びつけることもある．すなわち，Bioactivity Indicator や Target Indicator は 

該当する活性の可能性を示すもので，必ずしも活性を有するとは限らない． 
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